
― 217 ―

「ものづくり現場の中核を担う技能者の現状と
課題に関する調査」
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問８ （１）以下について、同規模・同業種の企業と比較した場合、貴社の状況をどのように評価されますか（そ

れぞれあてはまるもの１つに○）。 

優れている
やや優れて

いる 
普通 

やや劣って

いる 
劣っている

a.技能者の質 １ ２ ３ ４ ５ 

b.機械・生産設備 １ ２ ３ ４ ５ 

c.マーケティング・販売体制 １ ２ ３ ４ ５ 

d.製品開発の能力  １ ２ ３ ４ ５ 

e.コストの低さ １ ２ ３ ４ ５ 

f.納期の短さ １ ２ ３ ４ ５ 

g.製品の品質 １ ２ ３ ４ ５ 

h.発注者の細かな条件指定に応じ

ることができる融通性 
１ ２ ３ ４ ５ 

i.人材育成 １ ２ ３ ４ ５ 

（２）a～iのうち、今後３年間で改善に向けてとりわけ力をいれていきたいのはどの項目ですか。①最も力を入

れたいもの、②２番目に力を入れたいものを答えください。 

①最も力をいれたいもの ②２番目に力をいれたいもの 

Ⅱ．貴社で働く技能系正社員について

以下、本調査票では製造現場でものの製造（切削、加工、組立、検査など）を直接担当している正社員のこと

を「技能系正社員」と記します。

問９ 過去3年間、貴社では技能系正社員の新卒採用を実施しましたか（各年度についてあてはまるもの１つに

○）。 

実施した 実施しなかった 

２００９年度 １ ２

２０１０年度 １ ２

２０１１年度 １ ２

過去３年間に新卒採用を実施した方へ 

付問９－１ 採用した新卒・技能系正社員の最終学歴はなんですか（あてはまるものすべてに○）。また最

も多かった最終学歴を下の（  ）にご記入ください。 

１ 工業科高校卒      ４ 高専・職業訓練校卒    ７ その他

     ２ 工業科以外の高校卒   ５ 大学卒           （具体的に：        ）

     ３ 短大・専門学校卒    ６ 大学院卒  

最も多かった最終学歴・・・・（    ） 

５㌻の付問９－２へ
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問２４ 次にあげる職場での取組みのうち、中核的技能者の育成・能力開発を目的として、貴社で実施してい 

るのはどれですか（あてはまるものすべてに○）。 

１ 計画にそって進めるＯＪＴ

２ 仕事の内容を吟味して難しい仕事を経験させる

３ 主要な担当業務のほかに関連する業務もローテー

ションで経験させる

４ 早い段階でリーダーとしてのポジションにつける

５ 研修などのＯｆｆ－ＪＴ（職場を離れた教育訓練）

６ 自己啓発活動（通信教育の受講、テキスト購入、セ

ミナー参加など、職業に関する能力を自発的に開

発・向上させるための活動）の支援

７ 製品の企画・開発・設計に関わる業務を経験させる

８ 販売・営業業務を経験させる

９ 特定の作業分野・設問を専門的に担当させる

１０ 経営感覚が身につくような機会を与える（例：経

営会議への同席等）

１１ その他

（具体的に：                 ）

１２ １～１１のような取組みは実施していない

問２４で「５」（研修などのＯｆｆ－ＪＴ）に○をつけた方へ 

付問２４－１ 現在、中核的技能者を対象に行っているＯｆｆ－ＪＴはどのような内容のものですか（あて

はまるものすべてに○）。 

１ 組織経営や部下の指導・育成に関するもの

２ ＯＪＴでは習得が難しい体系的な知識・技能を習得させるもの

３ 製品に関する高度な技術的知識を習得させるもの

４ 仕事や作業をスムーズに進める上で必要な専門知識・技能を習得させるもの

５ 新たに導入された（導入予定の）設備機器等の操作方法に関する知識・技能を習得させるためのもの

６ 仕事に関連した資格を取得するためのもの

７ グループ・ディスカッション、ワークショップなどの形式で様々な課題について検討していくもの

８ その他（具体的に：                                            ）

 問２４で「６」（自己啓発活動の支援）に○をつけた方へ 

付問２４－２ どのような内容の支援を行っていますか（あてはまるものすべてに○）。 

１ 受講料などの金銭的補助

２ 社内での自主的な勉強会等に対する援助

３ 教育訓練休暇（＝社員が教育訓練に活用でき

る休暇）の付与

４ 就業時間の配慮

５ 教育訓練期間、通信教育等に関する情報提供

６ キャリアに関する相談機会を設ける

７ その他（具体的に：          ）
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Ｆ８－１－６ 生産活動の海外移転に伴い、貴社の技能系正社員の教育訓練に関して、どのような課題が生

じていますか（あてはまるものすべてに○）。 

１ 上司が部下を、先輩が後輩を日常的に指導

することが難しくなる 

２ やさしい仕事から難しい仕事へのジョブ・

ローテーションが実施しにくくなる 

３ 改善提案や小集団活動への参加を奨励しに

くくなる 

４ 海外派遣者のための事前教育を充実する必

要がある 

５ 計画的に海外派遣要員の育成を行うための

教育訓練を導入・拡充する 

６ その他 

（具体的に：              ）

  Ｆ８－１－７ 海外での生産活動に伴い、貴社が現地に派遣する中核的技能者に求められる能力はなんです

か（あてはまるものすべてに○）。 

１ コミュニケーション能力 

２ 異文化適応能力 

３ 語学力 

４ マネジメント力 

５ リーダーシップ 

６ 人材育成能力 

７ 生産管理、財務・会計に関する知識・ス

キル 

８ その他 

（具体的に：             ）

  Ｆ８－１－８ 海外での生産活動に伴い、国内から現地に派遣する中核的技能者は足りていますか（あては

まるもの１つに○）。 

１ 足りている 

２ だいたい足りている 

３ やや不足している 

４ 不足している 

Ｆ８－１－９ 貴社では、海外に派遣する中核的技能者の育成に向け、どのような取組みを行っていますか

（あてはまるものすべてに○）。 

１ 語学研修の実施 

２ 人事ローテーションの一環として海外の

生産拠点に配置 

３ コミュニケーション研修、異文化適応研

修の実施 

４ 海外留学の機会を提供 

５ 海外出張や海外研修の実施 

６ 昇進・昇格の基準に語学力を盛り込む 

７ その他 

（具体的に：             ）

Ｆ８で「３」（展開する予定はない）を選んだ方へ 

Ｆ８－２ 貴社が生産活動を海外で展開しない理由はなんですか（あてはまるものすべてに○）。 

１ 海外での大量生産には向かない高付加価値の商

品が主力だから 

２ 国内で国際競争力のある商品を生産しており、生

産拠点を移転するメリットがないから 

３ 国内で安定取引先があるから 

４ 海外に進出するための情報やノウハウがないか

ら 

５ 海外に進出するための資金調達が難しいから 

６ 海外では受注先を確保できないから 

７ 海外に派遣できる人材がいないから 

８ 海外では原材料・部品等の調達が困難だから 

９ その他 

（具体的に：               ）
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